


 

目的 

 血漿分画製剤である第Ⅷ因子濃縮製剤には,抗Ａ,抗Ｂ凝集素をはじめ不完全不規則抗体

が含有しており,血友病患者に対する大量,反復輸注によって溶血の生じることが知られて

いる。また生物学的製剤であるがゆえに各社製剤間または同一製剤の各ロット間に抗Ａ,

抗Ｂ凝集素価の含有量にバラツキがあると考えられ,製剤管理上注意を払わねばならない。

そこで,第Ⅷ因子濃縮製剤中の抗Ａ,抗Ｂ凝集素価を測定し,併せて溶血性貧血の防止策に

ついて言及する。 


